
社会資本総合整備計画（都市再生整備計画） 平成 29年 12月 21日

国分寺地区都市再生整備計画

平成23年度　～　平成27年度　（5年間)

　大目標　　　歴史・文化が調和するコミュニティ文化の創造を目指し，本市西部地域の生活交流拠点にふさわしい利便性の高い交流基盤の整備を図り，住民に身近なコミュニティの形成と多様な交流を実現する。
　　目標１  　本市西部地域の文化活動や伝統文化の継承・鑑賞の場，また，地域住民の交流の場となる文化施設の整備を図り，地域に根ざした文化と豊かな生活を創造するまちづくりを進める。　
　　目標２　　本市西部地域の玄関口にふさわしいＪＲ端岡駅北口の交通環境の整備を図り，利便性の高い交流基盤に支えられた活力と賑わいのあるまちづくりを進める。

　１．事業効果の発現状況 ：　一定の効果があった

・アンケートによる端岡駅利用者の満足度を15％（H21）から40％（H27）に増加
・コミュニティバス利用者数を2.8人/便（H21）から3.5人/便（H27）に増加
・新たに整備される文化施設の利用者数について10,000人（H27）を目指す

① アンケートによる端岡駅利用者の満足度 目標値： 15 ％ 40 ％

達成値： 45 ％ 118.8%

② コミュニティバス利用者数 目標値： 2.8 人／便 3.5 人／便
達成値： 3 人／便 28.6%

③ 新たに整備される文化施設の利用者数 目標値： 0 人 10,000 人
達成値： 36,965 人 369.7%

Ａ１　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 進捗率 備考

種別 種別 対象 間接 H23 H24 H25 H26 H27

1-A-1 都市再生 一般 高松市 直接 高松市 国分寺地区都市再生整備計画 高松市 979 1,004 102.6%

979 1,004 102.6%

Ｂ　関連社会資本整備事業
事業 地域 交付 直接 進捗率 備考
種別 種別 対象 間接 H23 H24 H25 H26 H27

合計

番号 備考

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 進捗率 備考

種別 種別 対象 間接 H23 H24 H25 H26 H27

番号 備考

その他関連する事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 進捗率 備考

種別 種別 対象 間接 H23 H24 H25 H26 H27

合計

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
当初現況値 最終目標値

百万円 Ｃ 百万円
効果促進事業費の割合

備考達成率

実施事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
1,004百万円 Ａ Ｂ1,004百万円

102.6%

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
979百万円 Ａ 979百万円 Ｂ

進捗率
（事業費ベース）

0.00%
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

実施事業費
（百万円）

事業者 要素となる事業名(事業箇所） 事業内容・規模等 市町名 全体事業費
（百万円）

一体的に実施することにより期待される効果

合計

実施事業費
（百万円）

実施事業費
（百万円）

番号 事業者 種別等 要素となる事業名 事業内容 市町村名

番号 事業者 種別等 要素となる事業名 事業内容 市町村名
全体事業費
（百万円）

事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）

一体的に実施することにより期待される効果

実施事業費
（百万円）

　新たに建築された「高松国分寺ホール」については、集客催事を積極的に開催した結果、利用者数が36,965人となり当初の目標を大きく上回り、その効果を確認することができた。また、端岡駅北口回転場の整備を行うことで、端
岡駅利用者の満足度が４５％となり駅利用者の利便性が向上した。一方、コミュニティバス利用者数については、現在、目標を下回っているが、地元関係者で構成する利用促進協議会で、定期的にルート、ダイヤの改善や利用促進策
等について取り組んでいるところである。

（H21当初） （H27末）

要素となる事業名(事業箇所） 事業内容・規模等

道路(A=100m2)・地域生活基盤施設・高次都市施設

事後評価書
計画の名称

計画の期間 交付対象 香川県高松市

計画の目標

交付対象事業

事業者 市町名 全体事業費
（百万円）

百万円 Ｃ 百万円
効果促進事業費の割合

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
0.00%



要素事業の事業進捗

　　概ね計画通り進捗

計画していた事業は、すべて完了した。

２．今後の方針

　　完了

Ｂ' Ｃ' 0.00%

0.00%
(Ｃ+Ｃ')／（(Ａ＋Ａ')＋(Ｂ＋Ｂ')＋(Ｃ＋Ｃ')）

Ａ' 百万円 Ｂ' Ｃ'

　本事業により整備された国分寺ホールは、開館から５年を経過した今日においても利用者数は年々増加している。今後も地元住民の意向を的確にとらえた集客催事を積極的に行い、なお一層、地元住民に親しまれる施設として利用
していく。
　一方、ＪＲ端岡駅は、市内ＪＲ各駅のうち、高松駅に次いで２番目に乗降客数が多い駅であるものの、駅前広場と言えるものが無かったため、朝夕の通勤時には送迎の車などで混雑している状況であったが、本事業による駅前回転
場の整備を行ったことで、利便性の向上と交通結節機能の強化が図られた。しかしながら、国分寺支所や文化施設と連携された端岡駅の利便性向上については、端岡駅南口周辺の整備が望まれるため、国分寺南部地区にある既存施設
と連携した駅を核としたまちづくりが図られるよう、今後、別途、地元関係者で構成された「ＪＲ端岡駅南口整備推進協議会」の協力を得ながら、駅南の整備を検討していく。

(Ｃ+Ｃ')／（(Ａ＋Ａ')＋(Ｂ＋Ｂ')＋(Ｃ＋Ｃ')）
Ａ' 百万円




